
担任 前田 萌花 

ダンゴムシさん見つけた！ 

 園庭の花壇や葉っぱの下のダンゴムシを毎日頑張って探すにじグループさん。

見つけた時には「ダンゴムシさん見つけたよ！かわいいね」ととても嬉しそうに

し飼育ケースに入れます。しかし見つけたことやケースに入れられたことで気持

ちが満たされてその後は放置し、次にケースを見た時にはダンゴムシが亡くなっ

てしまっているということがよく起こっています。そして「また新しいの見つけ

よ！」と探しに出かけます。 

大人からすると残酷だと感じてしまうような出来事ですが、幼児期は「命の大

切さ」「虫にも命がある」ということを理解することがまだ難しい時期です。少し

ずつ理解していくために色んな生き物に触れたり観察したりお世話をする経験を

重ねることを大切にしたいと考えています。「飼育ケースにダンゴムシだけをいれ

るのではなく餌を入れたら元気に過ごせるかな？」「優しく触ってもらえると嬉し

いね」「狭いケースの中だと虫さんはどんな気持ちかな？」など生き物の気持ちを

子どもたちと一緒に考え、「命の大切さ」を伝えて行けたらと思います。 

 ４月 にじグループだより 
  

 新学期が始まり、あっという間に 1か月が経ちました。初めて会うお友だちや先生、新しいクラスや保育室など最

初は新しい環境に緊張や不安そうな表情も見られました。今は幼稚園に少しずつ慣れてきてお気に入りの遊びも見つ

け、明るい表情がたくさん見られるようになってきました。「幼稚園が楽しい・行きたい」と毎日笑顔で登園し、充

実した園生活を送ることができるように、一人ひとりに寄り添って過ごしたいと思います。 

５月の活動について 

 気温が上がってきたら水遊びや泥んこ遊び、氷遊びなどの感触遊びを楽しみたいと思います。汚れた洋服や使用

したタオルはその都度持ち帰ります。お着替えやタオルなどのご用意をお願いいたします。 

お部屋遊びの時間には「絵の具遊びコーナー」を作る予定です。筆や手を使って、思う存分絵を描くこと・思いを

表現することを楽しめたらと思います。 

異年齢グループ 

にじグループは３・４・５歳の異年齢 9名で過ごしています。年長組さんは幼

稚園の楽しい遊びをたくさん知っています。年少・年中組さんはお姉さんたちの

遊びに興味があるけれど、どのように声をかけたら遊びに入れるのか分からなか

ったり恥ずかしかったりするので、近くで遊んでいる様子をよく観察していま

す。年長組さんは少しずつ自分から年下のお友だちに声をかけられるようになっ

てきたので、泥だんごの作り方を教えてあげたり、砂場のお店屋さんでプリンを

作ってくれたり、捕まえたダンゴムシを見せてくれたりしています。 

年長組のお友だちは昨年度まで、年上のお友だちに色んなことを教えてもらっ

たり助けてもらったりしてきました。今年度は 2人が最高学年になり、年中・年

少組さんに対して優しく関わっている姿を見ると、成長を感じるとともにこれま

で受けてきた優しさが繋がっていっているのだと感じ、心が暖かく嬉しい気持ち

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


